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り、地域のさまざまなニーズに包括的に対応でき
る体制（ハードとソフト）を段階的に整えてきた
ものである（図１）。
なお、「地域包括ケアシステム」という用語を当
時の山口院長が使い始めたのは、昭和59年に時事
通信社の『厚生福祉』に「地域包括医療への果て
しなき夢」というタイトルで寄稿したのが最初と
のことである。
尾道市では旧御調町のほかに旧尾道市において、
尾道市医師会が中心となって在宅主治医機能とケ
アカンファレンスを重視しながら、病院や社会福
祉協議会、民生児童委員などとの連携を図るシス
テムが定着している（図２）。これは、利用者
（患者）の個別のニーズに継続的に対応できるよ
うに病院・施設・在宅の間の一貫した流れをめざ
しており、平成12年の介護保険制度開始までに整
備された既存の社会資源の再編を重視し、認知症
への対応も含めて主治医機能全体の底上げに結び
ついているという特徴がある。
同じく尾道市の旧因島市でも、因島医師会を中

心に同様の地域連携システムを構築しており（図
３）、今年からは医師会病院のリハビリ機能を高
めるとともに老健施設を併設し、広島県と愛媛県
の間の島嶼部

と う し ょ

の地域ニーズに対応すべく拠点の充
実を図っている。
この 3 地域の共通点として、医療の側から情報
を発信して医療・介護連携だけでなく住民組織と
の連携と予防（疾病予防と介護予防の双方）を意
識していること、老健施設の整備がシステムの充
実につながっていることがあげられる（旧御調
町：平成元年「みつぎの苑」80床（後150床）、旧
尾道市：平成9 年やすらぎの家80床、旧因島市：
平成24年ビロードの丘80床）。
市町村の介護保険事業計画における地域包括ケ
アシステムの記載は、合併前の御調町では平成12
年の第 1 次介護保険事業計画からある。合併後の
尾道市では、筆者も策定委員の一人として参加し
ており、平成18年の第 3 次介護保険事業計画から
旧尾道市・旧因島市・旧御調町の 3 つの地域包括
ケアシステムを紹介している。これらを見ると、

老健施設と
地域包括ケアシステム

このたび「地域包括ケアと介護老人保健施設」
というテーマをいただいたが、実際のところ老健
施設のなかにいると、この地域包括ケアシステム
を実感する機会はあまりないのではないだろうか。
本稿では筆者の地元である尾道市御

み

調
つぎ

町
ちょう

や広島
県の事例などを紹介して、老健施設と地域包括ケ
アシステムとの関係について考えてみたい。

御調町と尾道市の
地域包括ケアシステム

「地域包括ケアシステム」の語源は、広島県御
調町（みつぎちょう、平成17年に尾道市と合併）

の、保健・医療・介護・福祉の連携・統合システ
ムの名称である。これは昭和49年より、公立みつ
ぎ総合病院・山口昇院長（当時。現在は特別顧問）
（平成 7 ～15年全老健会長、現在名誉会長）が中
心となって「寝たきりゼロ作戦」と地域包括医
療・ケアを展開する過程で御調町に構築されたも
のである。
このシステムは、公立みつぎ総合病院という町
立の国保病院が核となって、①昭和49年以来、訪
問看護・訪問リハビリなどの在宅医療を展開、②
昭和58年行政の機構改革により保健・福祉部門を
統合（写真１）、③病院事業のなかで老健施設
（平成元年）・ケアハウス（平成 5 年）などの高齢
者施設群をいち早く整備（写真２）、④保健福祉
推進員や民生委員などの住民組織の参加――によ
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公立みつぎ総合病院
介護老人保健施設「みつぎの苑」（広島県尾道市）

所長　山本明芳

写真1 公立みつぎ総合病院と保健福祉センター 写真2 公立みつぎ総合病院保健福祉総合施設

保健福祉総合施設 
　  介護老人保健施設 
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　  地域リハビリテーション広域支援センター 
　  ケアハウス 
　  グループホーム 
　  老人性認知症センター 
　  高次脳機能地域支援センター 
　  広域福祉人材研修センター 

図１　尾道市御調町の地域包括ケアシステム 
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それぞれの地域特性と連携形成の歴史により、さ
まざまな形態のシステムが誕生・発展してきてい
ることがわかる。

国の地域包括ケアシステム

一方、国レベルで「地域包括ケアシステム」が
登場するのは、平成15年 6 月の高齢者介護研究会
報告書「2015年の高齢者介護～高齢者の尊厳を支
えるケアの確立に向けて～」と、それに基づく平
成17年度の介護保険法改正である。当時は市町村
を保険者とする介護保険制度が順調にスタートし、
次の段階へと移行する時期であった。
以来「地域包括ケアの確立（＝地域包括ケアシ
ステムの構築）」は、一貫して国の政策の中核を
なしており、今回の平成24年診療報酬・介護報酬
同時改定も財源の制約はあるものの、その方向性
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に設置された。センター長には前述の山口昇氏が
就任している。
今年度の事業予定を紹介すると、①では「実態
把握」の1 つとして、県内全市町の第5 期高齢者
プラン（老人福祉計画・介護保険事業計画）にお
ける「地域包括ケア」や「地域包括ケアシステム」
の記載状況や日常生活圏域の地域課題の把握状況
を調査・評価することとしている。また②では、
広島県が 5 年前より広島県地域包括・在宅介護支
援センター協議会と協力・委託して実施してきた
地域包括支援センター機能強化事業（実態把握、
現地研修など）を継続するものであり、今年度は
現地研修の 3 年目として「地域ケア会議」に焦点
を絞った支援を予定している。
この地域包括支援センターの現地研修とは、県
が市町を通して公募した地域包括支援センターか
ら 3 つを選定し、1 センターあたり年 3 回ずつ専
門アドバイザー数名を派遣して機能強化の相談に

に沿って行われている。また、全国の市町村にお
ける平成24年度からの第5 次介護保険事業計画に
おいても日常生活圏域（概ね30分以内にかけつけ
られる圏域、中学校区）ごとに地域特性を把握し
地域包括ケアシステムの構築をめざしていくこと
が推奨され、地域包括支援センターがその要とな
るよう機能強化が求められている。
この背景には財源の制約もあり、予防や医療・
介護連携、インフォーマルな資源、そして住宅の
確保など、高齢者の生活ニーズに包括的に対応で
きる仕組みを地域単位で構築していかざるをえな
いという必然性がある。
地域包括ケアシステム構築の日常生活圏域ごと
の目標年度は、わが国の高齢者数がピークに達す
る2025年であり、待ったなしである。保健・医
療・介護・福祉だけでなく、住宅施策も含んだ総
合的な地域づくりのキーワードとして今後も繰り
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図２　尾道市医師会の地域包括ケアシステム（旧尾道市） 
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図３　尾道市因島地区の地域連携ケアシステム（旧因島市） 

返し登場すると考えられる。

広島県地域包括ケア
推進センターの設立

このように国レベルでは2025年までに地域包括
ケアシステム構築を全市町村がめざしていく方向
性が示されたが、広島県では全国初の試みとして
平成24年 6 月 1 日、広島県地域包括ケア推進セン
ターが設立された（p.20参照）。
これは県内の全市町の地域包括ケアシステムの
構築を推進するために、①医療介護連携構築支援
（基盤づくり）、②在宅ケア推進事業（地域包括支
援センターの支援）、③地域リハビリテーション
の推進（リハビリにかかわる専門職種の協力体制
づくり）、④相談・研修事業（困難事例への対応
支援）、⑤情報発信（地域包括ケア関係情報）――
を行う機関で、広島県の全面的なバックアップの
もと財団法人広島県地域包括医療推進機構のなか
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ことが老健施設の地域での定着に大いに貢献した
と考えている。また、介護保険制度開始前後にお
いて在宅介護支援センターは、あるときは保険者
である市町村委託の相談窓口として、あるときは
居宅介護支援事業所のケアマネジメントをリード
して、全国的に介護保険制度を定着させた功績が
あると考えている。
「地域包括支援センター」は、中学校区（人口2
～ 3 万人、従来の在宅介護支援センターの担当地
域と同様）に相当する日常生活圏域ごとに保険者
（市町村）が設置し、地域によってはそのサブセ
ンターとして「老人介護支援センター」を委託設
置する。老健施設が「総合在宅支援センター」と
して地域ケアの拠点となるためには、単なる訪
問・通所・入所機能の集合体でなく、居宅介護支
援事業所とともにこれらの相談・コーディネート
機能を併せ持つことが望ましい。地域のさまざま
な生活ニーズの相談に応じながら介護ニーズを抽
出したとき、多機能の老健施設はとても頼りにな
る社会資源と映るに違いない。

まずは地域包括ケアの拠点に

老健施設が地域包括ケアの拠点として機能して
いる具体的なイメージは、老健施設の支援相談員
や併設の居宅介護支援事業所の介護支援専門員が、
地域包括支援センターや老人介護支援センターと

のる事業である。1 年目は「ネットワークづくり」、
2 年目は「地域ケア会議」に問題意識を持つセン
ターを選定して訪問し、行政担当職員やセンター
職員と2 時間の面談を行って、年3 回の訪問で現
状把握・課題抽出と取り組み・総括を行った。そ
の後、専門アドバイザー間で 1 年間の活動報告と
その成果物をまとめる。
筆者も専門アドバイザーとして参加し、センタ
ーの活動地域での経過とともに、地域の切実な変
化も感じることができた。例えば、中山間地域で
は過疎高齢化の進展で地域の支え手自体が少なく
なって、限界集落を支える「集落支援員」という
地域リーダーが活躍しており、これら集落支援員
の全国的なネットワークもできていることを知っ
た。また都市部では、マンションで孤立した高齢
者が増えて、民生委員や地域包括支援センターの
個別訪問も難しくなってきていた。同時に、これ
ら地域固有の課題をその地域の老健施設がどう理
解し、どのように関与しているかと聞いてみたく
なった。
地域包括ケアシステムは目に見える建物や機関
ではなく、関係者・機関・団体のつながり（ネッ
トワーク）である。関係者間で地域課題を共有で
きているかが地域包括ケアシステム構築の 1 つの
ポイントである。また、地域は固有の歴史と課題
を持ち、そこで構築される地域包括ケアシステム
もその地域の個別性に沿った多様なあり方が可能
である。そこで老健施設がどのような役割を果た
せているだろうか。

老健施設と
地域包括ケアシステム

本誌『老健』平成24年 1 月号では「地域包括ケ
アの拠点をめざす老健施設」として、厚生労働省
老健局長宮島俊彦氏と当時の全老健会長山田和彦
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ともにコーディネーターとして頼もしく活動し、
さらに施設内の看護・介護・リハビリスタッフも、
さまざまな事業所・医療機関との連携のもと、地
域で活躍している姿である。このような事業展開
をしていけば、老健施設を拠点とした地域包括ケ
アシステム構築も夢ではないと思える。
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氏の新春対談が掲載されていた。老健施設は医
師・看護・リハビリ等の専門職を揃えており介
護・福祉も含めた多様な専門職種がいて、入所機
能を持っていることも強みであり、地域包括ケア
の核となりうる――という趣旨であった。
老健施設は訪問機能も併せ持ち、これらを訪問
介護・訪問看護・訪問リハビリ・居宅介護支援事
業所として機能分化させれば、老健施設本体の通
所リハビリ・短期入所療養介護・入所の機能を背
景として、とても頼もしい地域ケアの拠点となり
うる。新しいサービスである定期巡回・随時対応
型訪問介護看護を視野に入れて、老健施設の5 つ
の役割機能の1 つである在宅生活支援機能を充実
させた「総合在宅支援センター」構想も紹介され
ていた。
システムの活用・発展には相談・調整機能、つ
まりコーディネーターが不可欠である。老健施設
では支援相談員と、併設していれば居宅介護支援
事業所の介護支援専門員がこれに相当する。しか
し、地域包括ケアシステムのコーディネーター役
は「地域包括支援センター」あるいは「老人介護
支援センター」などのサブセンターであり、これ
らとの連携（可能なら併設）が前提となると考え
る。
これは、平成元年の「高齢者保健福祉推進十か
年戦略（ゴールドプラン）」で、翌年に登場した
「在宅介護支援センター」を老健施設併設にと推
奨されたことを思い出させる。
この在宅介護支援センターは平成18年の地域包
括支援センター創設による発展的解消に至るまで、
24時間の総合相談窓口として介護相談（すなわち
ケアマネジメント）を担い、実態把握・介護者支
援・福祉用具の普及啓発・困難事例対応などの役
割を果たしてきた。
筆者は、この在宅介護支援センターを併設した
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